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66億2,476万4千円を可決

　平成２６年度一般会計予算は，「総合振興計画」に基づき，各種施策に必要な予算が計上されてお

ります。また，普通交付税の合併算定替えによる交付も平成２６年度で終了となり，今後は段階的に

交付額が減少することとなるため，これまで取り組んできた行政改革や本町の財政状況を念頭に，「湧

水町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例」による日当支給基準の見直し等，歳出抑制に

向けた取り組みが反映された予算編成がなされております。

　

３
月
定
例
会
は
３
月
６
日
に

招
集
さ
れ
、
３
月
28
日
ま
で
の

23
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年

度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
や
消

費
税
率
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
等
、

ま
た
、
観
光
Ｓ
Ｌ
会
館
・
資
料

館
、
く
り
の
物
産
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
な
ど
、
全
部
で
23

議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
更
に
、

陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
う
意
見
書
が
可
決
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

　

一
般
質
問
で
は
議
員
８
名
が

12
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
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第 1回
定例会 一般会計予算

26年度

　

特
別
会
計
は
総
額
30
億
8

６
７
５
万
4
千
円
で
前
年
度

に
比
べ
2
・
8
％
の
減
額
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
保

険
給
付
費
の
増
額
、
介
護
保

険
事
業
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
諸
費
の
増
額
及
び
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
減

額
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

は
広
域
連
合
納
付
金
の
増
額

等
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
は
、
施
設

の
維
持
管
理
に
伴
う
経
費
、

水
道
メ
ー
タ
ー
耐
用
年
数
到

来
に
伴
う
取
替
委
託
、
配
水

管
等
の
漏
水
修
繕
及
び
諏
訪

配
水
池
築
造
工
事
、
ま
た
土

地
区
画
整
理
事
業
や
道
路
改

良
事
業
等
に
よ
る
水
道
管
移

設
の
工
事
費
等
が
計
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
総
額
66
億
２

４
７
６
万
４
０
０
０
円
で
前

年
度
に
比
べ
６
・
9
％
の
増

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
増

額
と
な
っ
た
理
由
は
、
昨
年

度
は
町
長
及
び
議
会
議
員
の

改
選
に
伴
い
骨
格
予
算
と
し

て
、
新
規
事
業
及
び
政
策
的

経
費
を
除
い
た
予
算
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
財
源

に
占
め
る
主
な
も
の
は
、
町

税
13
・
3
％
、
地
方
交
付
税

43
・
4
％
、
国
庫
支
出
金

11
・
2
％
、
町
債
10
・
4
％
、

繰
入
金
7
・
6
％
と
な
っ
て

お
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
民
生

費
23
・
6
％
と
と
最
も
多
く
、

次
い
で
土
木
費
15
・
0
％
、

衛
生
費 

13
・
2
％
、
公
債

費
（
借
金
返
済
）
12
・
9
％
、

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計 予　算　額 前年比
（％）

国 保 16億2,338万4千円 5.0

介 護 保 険 13億1,969万9千円 △0.1 

後 期 高 齢 1億4,367万1千円 5.7 

水 道 事 業 予　算　額

収
益

収 入 2億5,812万8千円

支 出 2億34万5千円

資
本

収 入 1億5,457万6千円

支 出 3億6,282万4千円

特別会計 30億8,675万4,000円

一般会計 66億2,476万4,000円

自主財源
25.5%

町税
13.3%

繰入金
7.6%

地方交付税
43.4%

使用料及び手数料　2.2%
諸収入　　　　　　1.2%
分担金及び負担金　0.9%
その他（自主財源）　0.3%

その他（依存財源）0.3%
地方譲与税　　　　1.1%
地方消費税交付金　1.7%

町債
10.4%

国庫支出金
11.2%

県支出金                          6.4%

依存財源
74.5%
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総務費　6億7,252万円

民生費　15億6,564万８千円

農林水産業費　3億8,164万4千円

平成２６年度   当初予算
※平成26年度の主な事業等を紹介します。

機器システム保守委託料・・・庁舎内のパソコン等に係るネットワーク機器やセキュ
リティ対策ソフトウェアなどの保守委託料の計上です。

林道舗装工事費・・・継続事業の林道永山線 265 ｍア
スファルト舗装。下広田線 180 ｍアスファルト舗装。
岩脇線 220 ｍコンクリート舗装の計上です。

保育士等処遇改善臨時特例事業補助金・・・保育士の人材確保対策として処遇改
善に取り組む保育所を支援するための補助金の計上です。

子育て世帯臨時特例給付事業補助金・・・消費税増税に伴う子育
て世代への影響緩和を目的とする臨時的な給付措置である補助
金の計上です。

個別予防接種委託料・・・町単独で実施する７０歳以上を対象とした肺炎球菌予
防接種等に係る委託料の計上です。

資源ごみ等処理委託料・・・資源ごみの処理経費の軽減及び，資源物売却料の増
収を目的としている委託料の計上です。

衛生費　8億7,226万1千円



議会だより　ゆうすい　No.385

商工費　7,881万2千円

土木費　9億9,151万6千円

消防費　4億8,523万9千円

教育費　6億385万6千円

公有財産購入費・・・観光施設等の充実を図るため，
丸池公園西側の土地を購入し，一体的な整備を図
るためのものです。

小学校施設整備工事費・・・栗野小学校屋内運動場（体育館）の柱頭補強・外壁
落下防止を行う工事費の計上です。

地区公民館施設整備工事費・・・老竹地区のグラウンド整備や改修計画に基づき
トイレを洋式化するトイレ改修工事費等の計上です。

設計業務委託料・・・吉松都市公園グラウンドの総合的な整備を検討するための
委託料の計上です。

町道等整備工事費・・・町道の適正な維持管理を
行うための工事費の計上です。

土地区画整理費・・・下場土地区画整理事業に必
要な測量設計等委託料，区画道路等整備工事費，
及び建物等補償費などの計上です。

消防救急デジタル無線備品購入費・・・伊佐湧水消防組合の消防救急デジタル無
線整備に伴い更新が必要となるデジタル無線受信機購入費の計上です。

栗野小学校体育館 老竹地区グラウンド 吉松都市公園グラウンド
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

議案第１号 財産の無償貸付について
昭和５３年度,昭和５５年度に農林業同和対策事業により設置し
た施設を,関係者で組織する加治屋地区共同利用組合に無償貸付
の更新をし,農業の振興と経営の安定を図ろうとするもの。

原案可決

議案第２号
湧水町観光ＳＬ会館・資料館の管理
運営に関する指定管理者の指定に
ついて

湧水町観光ＳＬ会館・資料館の指定管理者を指定することにつ
いて,議会の議決を求めるもの。 原案可決

議案第３号 湧水町くりの物産館の管理運営に
関する指定管理者の指定について

湧水町くりの物産館の指定管理者を指定することについて,議会
の議決を求めるもの。 原案可決

議案第４号 湧水町報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

湧水町まちづくり政策アドバイザーの設置及び特別職の報酬委
員の名称を改正したいため,所要の改正をしようとするもの。 原案可決

議案第５号 湧水町職員等の旅費に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

第二次湧水町行政改革実施計画に掲げている歳出抑制に向けた
取り組みとして,所要の改正をするもの。 原案可決

議案第６号
湧水町社会教育委員の設置に関す
る条例の一部を改正する条例の制
定について

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための
関係法律の整備に関する法律において社会教育法の一部が改正さ
れ,社会教育委員の委嘱に係る基準について,地域の実情に応じて条
例で定める必要があるため,所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議案第７号
湧水町Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理
及び運営に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

湧水町Ｂ＆Ｇ海洋センターの改修に伴い,当該施設の使用料を改
定する必要が生じたため,所要の改正をしようとするもの。 原案可決

議案第８号
湧水町ひとり親家庭等医療費助成に関
する条例及び湧水町公営住宅管理条例
の一部を改正する条例の制定について

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の一部
が改正されたことに伴い,所要の改正をしようとするもの。 原案可決

議案第９号 湧水町道路占用料徴収条例の一部
を改正する条例の制定について

道路法施行令の一部を改正する政令が公布され,道路占用料の見
直し等が行われたことに伴い,所要の改正をしようとするもの。 原案可決

議案第１０号
消費税及び地方消費税の税率の改
正に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うた
めの消費税法の一部を改正する法律の公布に伴い,関係条例の一部
を改正する必要が生じたため,所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議案第１１号 平成２５年度湧水町一般会計補正
予算（第７号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８１, ２００千
円 を 減 額 し,歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ６,
７２７, ４３１千円とするもの。

原案可決

議案第１２号 平成２５年度湧水町国民健康保険
事業特別会計補正予算（第４号）

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 か ら 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ４, ０ ３ １ 千
円 を 減 額 し,歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １,
６４７, ５３０千円とするもの。

原案可決

議案第１３号 平成２５年度湧水町介護保険事業
特別会計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３４, ９５４千
円 を 減 額 し,歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １,
２９１, ８６８千円とするもの。

原案可決

議案第１４号 平成２５年度湧水町後期高齢者医
療事業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５７１千円を追加し,歳入歳
出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３３, ８３４千円とするもの。 原案可決

議案第１５号 平成２６年度湧水町一般会計予算 Ｐ2，3 参照 原案可決

議案第１６号 平成２６年度湧水町湧水町国民健
康保険事業特別会計予算 Ｐ2，3 参照 原案可決

議案第１７号 平成２６年度湧水町介護保険事業
特別会計予算 Ｐ2，3 参照 原案可決

議案第１８号 平成２６年度湧水町後期高齢者医
療事業特別会計予算 Ｐ2，3 参照 原案可決

議案第１９号 平成２６年度湧水町水道事業会計予算 Ｐ2，3 参照 原案可決

議案第２０号 町道敷における個人所有車の損傷に係る
和解及び損害賠償の額の決定について

町道敷における個人所有車の損傷に関し,和解を成立させ,損害
を賠償するため,議会の議決を求めるもの。 原案可決

議案第２１号 湧水町長の給与の特例に関する条
例の制定について

職員の不祥事に対して,職員を指揮監督する立場として深く反省
し,自らを戒めるため,本条例を制定しようとするもの。(給料の
１０％減額,平成２６年４月１日から平成２９年３月３１日）

原案可決

議案第２２号 平成２５年度湧水町一般会計補正
予算（第８号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４８４千円を追加し,歳
入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６, ７２７, ９１５千円と
するもの。

原案可決

議案第２３号
湧水町副町長の給与の特例に関す
る条例の制定について

職員の不祥事に対して，副町長として職員を監督する立場からそ
の責任を重く受け止め，本条例を制定しようとするもの。（給料の
１０％減額，平成２６年４月１日から平成２６年６月３０日）

原案可決

陳情第１号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に
関する陳情書 Ｐ7 参照 採　　択

発議第１号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に
関する意見書 Ｐ7 参照 原案可決
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　今回の補正予算は，平成２５年度に本町が取り組んできた各事務事業の執行
に伴う減額等が主なものとなっております。

平成２５年度 
  一般会計補正予算(7号・8号)

総額 67億2,791万5千円に

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する陳情書

陳情者：あいら農業協同組合　　　　
　　　　代表理事組合長　樋脇　建治　氏
　　　　県農民政治連盟　姶良総支部　　　　
　　　　　　　　支部長　樋脇　建治　氏
　　　　栗野地区支部長　渕上　幸男　氏
　　　　吉松地区支部長　平谷　元一　氏

　政府に対し，ＴＰＰ交渉において，下記の事項を必ず実現するよう，強く
要請していただきたいとするもの。
　１．ＴＰＰ交渉において，衆参農林水産委員会決議や自民党決議を必ず実
現すること。
　２．ＴＰＰ交渉に関する国民への情報開示を徹底すること。

　TPP交渉は，昨年末までの妥結を目指して進められてきまし
たが，12月にシンガポールで開催された TPP 閣僚会合では，
市場アクセス，知的財産，環境，国有企業などの難航分野で各国
の隔たりが埋まらず，年内妥結を断念し，引き続き協議を続けて
いくこととなりました。
そのよう中，交渉が大詰めを迎えた今もなお，交渉内容について
の十分な情報は開示されないままであります。TPPは，農林水
産業のみならず，食の安全，医療，保健，ISDなど，国民生活に
直結する問題であることから，国民に対する情報開示は必要不可
欠であるとする陳情の主旨は理解できる。
※採択により，各関係大臣等に意見書を提出しました。

採択

どうなった!

私
の
陳
情
書
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町 政 を 問 う !

　

平
成
15
年
に
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
が
制

定
さ
れ
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
養
育

す
る
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
、
計
画

的
、
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、
地
域

行
動
計
画
と
し
て
、
湧
水
町
次
世
代
育

成
支
援
地
域
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
障
害
児
へ
の
具
体

的
な
支
援
施
策
と
し
て
、
障
害
児
学
童

保
育
の
設
置
に
つ
い
て
掲
げ
て
い
る
が
、

現
在
の
進
行
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

障
害
児
学
童
保
育
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
と
の
協

議
な
ど
を
前
年
度
実
施
し
ま
し
た
。
内

部
に
お
い
て
の
研
修
も
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
後
、
委
託
先
や
運
営

方
法
、
実
施
場
所
等
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
障
害
者
自
立
支
援

協
議
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
部
会
を
立

ち
上
げ
、
内
容
検
討
を
行
い
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

各
校
区
に
学
童
保
育

が
そ
れ
ぞ
れ
開
所
さ
れ
、

障
害
を
持
つ
子
供
達
も
、
学
童
ク
ラ
ブ

に
通
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

非
常
に
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

障
害
を
持
っ
て
い
る
児
童
の
保
護
者
の

方
々
と
直
接
会
っ
て
、
実
情
や
生
の
声

を
聞
か
れ
る
考
え
が
あ
る
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　

そ
う
い
う
場
が
も
て

れ
ば
非
常
に
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。
成
長
す
る
そ
の
一
人

一
人
の
子
供
を
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し

て
行
政
の
方
が
き
ち
ん
と
見
極
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
そ
し
て
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
後
、
そ
う
い
う
方
々
と

直
接
話
を
す
る
こ
と
は
大
賛
成
で
す
。

そ
う
い
う
場
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

是
非
、
保
護
者
の
方
々

と
の
語
る
機
会
を
作
り
ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
色
ん
な
問
題
等
も
取
り
上
げ
た

中
で
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
。
そ
し

て
ま
た
こ
の
学
童
ク
ラ
ブ
が
、
前
向
き

に
、
前
向
き
に
い
く
よ
う
に
我
々
も
努

力
し
ま
す
。　

本
当
に
話
を
し
て
み
て
、

良
く
分
か
っ
た
と
、
そ
れ

な
ら
こ
う
や
ろ
う
と
、
私
自
身
が
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
な
い
と
、
そ
の
辺
の

受
け
止
め
方
を
間
違
う
と
違
っ
た
方
向

に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

き
ち
ん
と
や
っ
て
、
そ
し
て
次
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

障害児学童保育の設置は
今後、委託先や運営方法、実施場所等を
検討する必要がある

久留須　修　議員

久
留
須

久
留
須

久
留
須

町
長

町
長

町
長
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警
察
庁
の
統
計
に
よ

れ
ば
特
殊
詐
欺
の
総
額

が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
本
県
に
お
い

て
も
同
じ
内
容
で
あ
る
と
の
報
道
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
け
る
特
殊

詐
欺
事
件
（
お
れ
お
れ
詐
欺
や
架
空
請

求
な
ど
）
は
、
こ
こ
数
年
ど
の
よ
う
な

状
況
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
に
お

い
て
被
害
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

県
内
の
特
殊
詐
欺
事

件
の
手
口
と
し
て
は
、

架
空
請
求
詐
欺
が
大
部
分
を
占
め
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

も
昨
年
８
月
に
高
齢
女
性
の
方
が
多
額

の
被
害
に
遭
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
と

し
て
も
こ
の
よ
う
な
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
各
種
会
合
な
ど
を
利
用
し
、

被
害
防
止
対
策
の
周
知
を
図
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
横
川
警
察

署
や
北
姶
良
地
区
防
犯
組
合
連
合
会
と

連
携
し
、
周
知
活
動
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
相
手
先
が
特
定
さ
れ
る
悪
質
商
法

等
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
で
14
件
、
24
年
度
が
５
件
、

23
年
度
が
11
件
の
相
談
が
あ
り
、
３
年

間
で
約
３
０
０
万
円
の
契
約
解
除
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
実
施
さ

れ
た
町
社
会
福
祉
大
会

の
中
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
の
皆
さ
ん
が
認
知
症
の
方
々
に
対
す

る
接
し
方
を
寸
劇
に
て
披
露
し
、
そ
の

反
響
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で

高
齢
者
の
方
々
が
多
く
集
ま
る
何
ら
か

の
機
会
に
、
特
殊
詐
欺
事
件
か
ら
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
施
策
の
一
環
と
し

て
詐
欺
に
関
す
る
寸
劇
の
出
前
講
座
を

開
催
で
き
れ
ば
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

昨
今
の
状
況
を
見
る

と
懸
念
さ
れ
る
案
件
で

あ
る
か
と
察
し
ま
す
の
で
、
検
討
を
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

● 

幼
保
（
幼
稚
園
と
保
育
園
）
一
元

化
に
つ
い
て

● 

湧
水
町
を
一
体
化
表
現
で
き
る
ゆ

る
キ
ャ
ラ
作
成
に
つ
い
て

特殊詐欺事件から町民を守る対策は

啓発活動を重点的に取り組みます
池上　滝一　議員

町 政 を 問 う !ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

池
上

池
上

町
長

町
長

悪
質
商
法
対
策
用
シ
ー
ル
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昨
年
「
住
民
と
語
ろ

う
会
」
を
開
催
し
、
住

民
か
ら
様
々
な
意
見
を
拝
聴
し
、
議

会
内
に
お
い
て
も
現
地
調
査
を
踏
ま

え
、
協
議
・
検
討
を
行
い
、
関
係
機
関

へ
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

端
と
し
て
、
町
道
小
学
校
東
門
通
り
線

は
、
道
路
幅
が
狭
く
、
路
面
な
ど
非
常

に
悪
い
個
所
が
多
い
為
、
雨
天
時
に
水

溜
ま
り
等
も
あ
り
、
車
両
な
ど
が
離
合

す
る
場
合
、
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
な

ど
歩
行
者
に
と
っ
て
も
、
車
両
通
行
に

関
し
て
も
大
変
危
険
な
状
態
で
あ
り
ま

す
。
町
道
小
学
校
東
門
通
り
線
の
拡
幅

及
び
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す

　

こ
の
路
線
は
通
学
路

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
児

童
、
生
徒
等
の
歩
行
者
や
自
転
車
等
の

通
行
も
多
い
路
線
で
あ
り
ま
す
が
、
沿

線
に
は
Ｊ
Ｒ
線
及
び
校
舎
が
あ
り
、
全

線
拡
幅
は
出
来
な
い
状
況
で
す
。
平
成

25
年
度
に
県
道
の
擦
り
付
け
で
37
ｍ
区

間
の
車
道
及
び
歩
道
が
県
に
よ
り
整
備

さ
れ
ま
し
た
が
、
町
に
お
い
て
は
平
成

26
年
度
に
お
い
て
、
傷
ん
で
い
る
車
道

と
合
わ
せ
て
離
合
場
所
や
歩
道
等
の
舗

装
整
備
を
行
い
、
交
通
の
安
全
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

私
も
通
学
時
間
帯
に
立

哨
を
行
い
、
通
行
状
況
を

見
て
い
ま
す
が
、
軽
自
動
車
同
士
の
離

合
は
可
能
な
場
所
が
あ
る
が
、
普
通
乗

用
車
の
離
合
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
小

学
校
の
東
門
前
し
か
な
く
、
見
通
し
が

悪
い
た
め
、
直
前
に
な
っ
て
対
向
車
に

気
づ
き
、
一
方
の
車
両
が
後
退
す
る

ケ
ー
ス
も
見
て
い
ま
す
。
通
学
時
間
等

は
車
両
の
通
行
も
多
く
、
危
険
で
あ
り
、

幅
員
の
拡
幅
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

す
が
、
幅
員
の
拡
幅
の
検
討
等
は
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
か
、
ま
た
、
年
度
途
中

で
も
検
討
す
る
考
え
は
な
い
も
の
か
伺

い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
非
常
に
幅

が
狭
く
、
そ
れ
か
ら
橋
が

高
く
起
伏
が
あ
り
ま
す
。
何
と
か
し
て

橋
を
下
す
か
、
或
い
は
橋
の
高
さ
に
出

来
な
い
か
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
周

辺
の
宅
地
や
校
門
入
り
口
の
関
係
等
が

あ
り
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
行

の
ま
ま
の
整
備
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
今
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
道
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
い
い
か
、
検
討
す

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

町道小学校東門通り線の拡幅及び整備は

全線拡幅は出来ない状況だが、舗装整備を行います

松元　昭治　議員

松
元

松
元

町
長

町
長
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さ
て
町
長
、
ま
た
職
員

に
よ
る
公
金
横
領
が
発
覚

し
ま
し
た
ね
。
何
回
こ
の
よ
う
な
事
件

が
続
く
の
か
、
あ
な
た
は
公
私
を
問
わ

ず
24
時
間
、
常
に
公
務
員
と
し
て
自
覚

を
心
に
と
ど
め
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、

２
度
目
の
時
は
、
事
実
関
係
を
確
認
し

町
民
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
処

分
を
決
め
る
。
３
度
目
に
は
、
公
務
員

意
識
の
徹
底
を
目
指
し
て
き
た
が
、
職

員
の
心
に
響
か
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

私
の
責
任
、
町
民
に
申
し
訳
な
い
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
っ
た
い
ど
こ

に
問
題
が
あ
る
の
か
、
今
回
の
処
分
に

対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
処
分
を
す
る
の

か
、
そ
の
公
金
は
ど
の
よ
う
な
公
金
な

の
か
、
全
額
で
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、

す
べ
て
説
明
し
て
も
ら
い
た
い

　

ま
ず
、
答
弁
に
入
る
前

に
、
今
回
の
公
金
横
領
と

い
う
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
不
祥
事
に
対

し
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
始
め
町
民
の

皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
不
祥

事
事
件
は
、
会
計
課
の
30
代
男
性
職
員

が
、
昨
年
12
月
上
旬
に
病
気
で
入
院
し
、

そ
の
後
、
業
者
か
ら
の
支
払
い
催
促
に

よ
り
発
覚
し
た
も
の
で
す
。
横
領
の
手

口
は
、
業
者
か
ら
請
求
さ
れ
、
財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
で
口
座
払
い
、
用
紙
払
い

と
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
指
定
金
融
機

関
で
あ
る
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
へ
の

支
払
依
頼
の
段
階
で
現
金
払
い
に
変
え

て
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
、
引
き
出
し

た
公
金
６
６
７
、
１
５
０
円
は
本
人
の

顛
末
書
に
よ
る
と
自
分
の
車
の
装
飾
代

や
ロ
ー
ン
の
返
済
等
に
充
て
て
い
ま
し

た
。
も
し
、
病
気
で
入
院
せ
ず
、
こ
の

支
払
い
が
補
て
ん
さ
れ
支
払
わ
れ
て
い

た
場
合
に
は
、
発
覚
し
て
い
な
か
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
、
早
急
に
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
の
有
り
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
の
不
祥
事

の
要
因
と
し
て
、
私
生
活
も
含
め
公
務

員
意
識
の
欠
如
が
一
番
の
原
因
で
あ
る
。

特
に
私
生
活
上
の
出
来
事
が
公
務
に
影

響
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
指
導
体

制
を
徹
底
し
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
私
生
活
の
部

分
に
ど
こ
ま
で
立
ち
入
れ
る
か
が
課
題

で
あ
り
ま
す
。
事
件
発
覚
後
、
こ
の
職

員
が
会
計
課
に
在
籍
の
間
の
す
べ
て
の

支
払
い
処
理
が
適
正
な
も
の
か
慎
重
に

内
部
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
関
係

書
類
が
膨
大
な
量
で
あ
る
た
め
、
非
常

に
時
間
を
要
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。

※
平
成
26
年
3
月
19
日
に
行
わ
れ
た
一

般
質
問
の
内
容
で
す
。

宮里　廣昭　議員

宮
里

町
長

職員の公金横領について

職員の意識改革を図る
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合
併
特
例
法
に
よ
り
、

10
年
間
の
各
種
事
業
の

特
例
債
も
２
年
後
に
は
な
く
な
り
、
財

源
確
保
も
困
難
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
提
案
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
に
注
目
さ
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。

全
国
で
不
特
定
多
数
の
人
が
、
地
方
に

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
送
っ
て
下
さ

り
、
町
村
で
も
寄
附
金
で
豊
か
に
な
っ

た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
に
お

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
全
国
的
に
も
注
目

さ
れ
、
県
内
の
自
治
体
に
お
い
て
も

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、

近
年
で
は
特
産
品
を
贈
呈
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
本

町
に
お
い
て
も
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
平
成
25
年
度

に
お
い
て
庁
舎
内
で
検
討
会
を
行
な
い
、

平
成
26
年
度
か
ら
本
町
の
特
産
品
を
贈

呈
す
る
予
算
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
取
り
組
み
の
推
移
を
見
守
り
、
寄
附

件
数
の
増
加
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
補

正
予
算
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
に
対
し
て
、
予
算
が

出
て
い
ま
し
た
が
、
１
万
円
に
対
し
３

千
円
の
品
物
を
送
る
予
定
だ
そ
う
で
す

が
、
こ
の
金
額
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

世
間
一
般
で
も
お
返
し
は
半
分
程
度
の

金
額
が
相
場
で
す
が
、
湧
水
町
で
は
、

美
味
し
い
米
・
茶
・
水
等
あ
り
ま
す
の

で
宣
伝
・
販
売
を
兼
ね
て
送
っ
た
ら
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

せ
っ
か
く
自
分
の
ふ

る
さ
と
の
為
に
送
っ
た

の
に
と
思
わ
れ
て
も
ど
う
か
な
と
思
い

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
り

が
と
う
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
も
大
切

な
事
と
思
い
、
行
政
の
内
部
で
検
討
す

る
よ
り
も
社
会
通
念
上
の
方
が
正
し
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

寄附金(ふるさと応援寄附金)について

ありがとうございましたの態度を示したい

綾織　まち子　議員

綾
織

綾
織

町
長

町
長

本町特産品の一部
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障
害
者
総
合
支
援
法

が
施
行
さ
れ
る
に
伴
い
、

本
町
の
基
本
理
念
と
今
後
の
課
題
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

本
町
の
障
害
者
福
祉

に
つ
い
て
は
、
障
害
者

の
完
全
参
加
と
平
等
を
基
本
理
念
と
し

て
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
に
お
い
て
自

立
し
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
、
そ
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
福
祉
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
障
害
者
等
の

実
態
を
即
し
た
時
、
居

住
性
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
必
要
性
の
観

点
か
ら
町
内
の
専
門
的
医
療
機
関
等
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
を
誘
致
す
る

考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
町
独
自
で
も

施
設
整
備
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
湧
水
町

障
害
者
計
画
及
び
福
祉

計
画
に
お
い
て
医
師
会
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
町
独

自
で
の
施
設
に
つ
い
て
は
専
門
的
な
問

題
も
あ
り
、
整
備
計
画
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

障
害
者
雇
用
を
進
め

て
行
く
根
底
に
は
共
生

社
会
の
実
現
の
理
念
が
あ
る
が
、
障
害

者
が
ご
く
普
通
に
地
域
で
暮
ら
し
、
地

域
の
一
員
と
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

湧
水
町
役
場
の
事
業

所
と
し
て
雇
用
促
進
法

に
基
づ
き
自
ら
率
先
し
て
障
害
者
を
採

用
し
、
法
定
雇
用
率
を
下
回
ら
な
い
よ

う
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

　

ピ
ロ
リ
菌
検
診
対
策

と
し
て
50
代
以
上
の
感

染
率
の
高
い
方
々
を
対
象
に
検
診
推
進

事
業
と
し
て
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、

胃
ガ
ン
羅
患
率
の
減
少
対
策
を
強
化
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
に
対
す
る

医
療
費
の
一
部
助
成
に

つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
の
動
向
が
見
ら
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
本

町
の
先
進
事
例
と
し
て
、
ま
た
、
国
保

財
政
の
縮
減
と
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

も
特
定
健
康
検
診
時
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
再
度
伺

い
ま
す
。

　

地
域
完
結
型
医
療
に

基
づ
き
予
防
が
ど
れ
だ

け
大
切
か
と
い
う
も
の
を
認
識
し
、
内

容
を
精
査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

西牟田　徹也　議員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

障害者総合支援法の対策は

重点課題として取り組んでいきたい

地域活動支援センター

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田
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昨
年
小
学
校
で
起
き

た
体
罰
事
案
の
、
そ
の

後
の
該
当
児
童
に
対
す
る
対
応
と
現
在

の
様
子
は
ど
う
か
。
ま
た
、
他
校
の
児

童
生
徒
の
様
子
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

転
入
先
の
校
長
や
学

級
担
任
の
細
や
か
な
配

慮
も
あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
新
し
い
生
活

に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
当
該
児
童
が
依
然
在
籍
し
て
い
た
学

級
の
児
童
に
つ
い
て
も
体
罰
事
案
の
影

響
は
、
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
態
度

で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
町
内
の

学
校
の
児
童
生
徒
の
様
子
に
つ
い
て
も

変
わ
っ
た
様
子
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

該
当
職
員
や
町
内
の

教
職
員
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
現
在
の
様
子
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　

　

当
該
職
員
に
対
し
て

は
、
町
教
育
委
員
会
に

置
い
て
厳
し
く
指
導
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
様
子
に
つ
い
て
は
、
当
該
児
童

へ
の
心
か
ら
の
謝
罪
と
深
い
反
省
の
思

い
を
持
っ
て
学
級
経
営
を
進
め
て
お
り
、

学
級
の
保
護
者
ら
の
理
解
も
得
て
い
る

よ
う
で
す
。
毎
朝
早
め
に
出
勤
し
子
供

た
ち
と
一
緒
に
運
動
を
し
た
り
担
当
の

公
務
を
積
極
的
に
処
理
し
た
り
す
る
な

ど
以
前
よ
り
も
前
向
き
に
活
動
す
る
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
町
内
教
職
員
に
お
い
て
も

各
学
校
に
お
い
て
、
「
教
職
員
の
服
務

規
律
の
指
導
計
画
」
に
基
づ
く
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
の

原
因
の
一
つ
と
し
て
、

教
師
と
子
供
と
親
の
信
頼
関
係
が
最
近

は
希
薄
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
起
き
た

と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
信
頼
関
係
を
築

く
た
め
に
た
と
え
ば
居
住
環
境
の
整
備

や
家
賃
補
助
等
、
何
か
よ
い
政
策
が
考

え
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

家
賃
補
助
等
の
施
策

に
つ
い
て
は
、
現
在
教

職
員
に
は
県
費
に
よ
る
住
宅
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
る
の
で
更
な
る
家
賃
補
助

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会
と

し
て
新
た
な
施
策
等
に
つ
い
て
は
研
究

し
な
が
ら
、
今
後
も
で
き
る
限
り
教
職

員
が
校
区
内
、
本
町
内
に
居
住
す
る
よ

う
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
指
導

奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

教職員に対する町内居住政策について

研究しながら指導奨励していく

境田　公明　議員

境
田

境
田

境
田

教
育
長

教
育
長

教
育
長

運動会に向けて一緒に取り組む様子
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平
成
13
年
食
品
廃
棄

物
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
、
社
会
全
体
が
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
。
現
在
、
可
燃

ご
み
と
し
て
燃
や
し
て
い
る
生
ご
み
、

衣
類
等
を
分
別
し
資
源
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
や
資

源
の
有
効
活
用
に
繋
が
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

可
燃
物
と
し
て
収
集

し
て
い
る
生
ご
み
の
肥

料
化
を
計
画
中
で
あ
る
。
分
別
を
増
や

す
こ
と
で
更
な
る
資
源
の
回
収
に
つ
な

が
る
の
で
、
今
後
そ
の
必
要
性
を
見
極

め
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
分
別
収

集
で
資
源
化
の
貢
献
は
、

財
政
的
に
も
高
い
。
現
在
、
ご
み
処
理

に
必
要
な
金
額
は
、
約
２
億
１
千
万
円
、

１
世
帯
あ
た
り
約
９
千
円
と
多
額
で
あ

る
。
生
ご
み
を
分
別
し
、
資
源
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
収
集
ご
み
量
が
減
り
、

負
担
金
も
削
減
で
き
る
。
生
ご
み
分
別

収
集
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

肥
料
化
で
き
る
も
の

は
、
肥
料
化
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
地
元
業
者
が
今
計
画
し
て

い
る
。
我
が
町
の
生
ご
み
は
、
我
が
町

で
資
源
化
し
て
い
く
。
そ
れ
を
元
に
し

て
地
元
の
経
済
効
果
と
い
う
も
の
を
考

え
る
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。
民
間

企
業
と
連
携
を
密
に
し
、
町
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

　

資
源
ご
み
売
払
い
金

８
６
４
万
円
と
あ
る
。

こ
れ
は
住
民
一
人
一
人
の
努
力
に
よ
る

分
別
に
よ
っ
て
の
収
益
金
で
あ
る
。
還

元
と
し
て
年
に
１
回
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い

ご
み
袋
の
配
布
は
で
き
な
い
か
。

　

こ
の
辺
が
１
番
大
事

な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心

に
と
め
て
検
討
し
た
い
。
住
民
の
希
望

は
ど
う
か
。
質
問
の
趣
旨
は
十
分
理
解

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
向
だ
け
は
間

違
え
な
い
よ
う
に
内
部
で
検
討
し
た
い
。

 

生
ご
み
、
衣
類
分
別
す

る
こ
と
で
、
更
に
、
ご
み

削
減
、
再
資
源
化
に
取
り
組
み
、
ご
み

の
資
源
化
70
％
を
目
指
し
、
エ
コ
タ
ウ

ン
湧
水
と
、
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
町
に

な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

森山　マスミ　議員

可燃ごみの資源化について

生ごみ、衣類等のリサイクルを推進したい

森
山

森
山

森
山

森
山

町
長

町
長

町
長
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平
成
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15日
発

行

発
行

責
任

者
　

湧
水

町
議

会
 議

長
　

仮
屋

  良
二

編
　

　
集

　
議

会
広

報
編

集
委

員
会

〒
899－

6192
鹿

児
島

県
姶

良
郡

湧
水

町
中

津
川

603（
吉

松
庁

舎
内

）
TEL 0995-75-2111  FAX0995-75-2456

傍聴にお越しください。

次の定例会は6月上旬予定
編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

吉
永　

義
和

副
委
員
長　

宮
里　

廣
昭

委　
　

員　

橋
元　

義
嗣

　

  

同　
　

 

松
元　

昭
治

　

  

同　
　

 

綾
織　

ま
ち
子

　

  

同　
　

 

西
牟
田　

徹
也

　

新
緑
の
候
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
、
補
正
予
算
等

が
可
決
さ
れ
、
多
く
の
事
業

等
を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
致

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
多
く
の
方
々
が

傍
聴
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
議

会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

今
年
一
年
災
害
の
な
い
湧

水
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

松
元
昭
治

月 期日 曜日 議会の動き

1
　
　
　
　
　
　
月

4日 土 ・町成人式

5日 日 ・町消防出初式

10日 金 ・広報委員会　・町商工会新春懇話会

15日 水 ・住民と語ろう会班長会

17日 金 ・広報編集委員会

21日 火 ・議員全員協議会・県町村議長会主催議員研修会
22日 水 ・広報編集委員会
28日 火 ・住民と語ろう会班長会
30日 木 ・住民と語ろう会班長会

31日 金
・広報編集委員会
・住民と語ろう会班長会
・議員全員協議会

2
　
　
　
　
　
月

10日 月 ・姶良伊佐地区介護保険組合議会定例会
12日 水 ・住民と語ろう会結果報告（姶良伊佐地域振興局）　　　　　　　　　　　　　　
13日 木 ・住民と語ろう会　結果報告（町執行部）
14日 金 ・県町村議長会臨時総会
18日 火 ・議員全員協議会

21日 金
・国民文化祭実行委員会　
・県北部豪雨災害水位標柱除幕式及び防災作文の表彰式
・鹿児島湧水会

24日 月

・伊佐北姶良環境管理組合　　
・伊佐北姶良火葬場管理組合
・大口地方卸売市場管理組合
・伊佐湧水消防組合

3
　
　
　
　
　
月

3日 月 ・議会運営委員会　
5日 水 ・議員全員協議会
6日 木 ・第１回議会定例会　本会議　
7日 金 ・各常任委員会
9日 日 ・町生涯学習大会 

10日 月 ・議会運営委員会・各常任委員会
11日 火 ・各常任委員会　
12日 水 ・各常任委員会　
14日 金 ・各常任委員会　　
18日 火 ・第２回自治会長会　

19日 水 ・本会議

20日 木
・各幼稚園卒園式
・本会議
・議員全員協議会

24日 月 ・町内各小学校卒業式

27日 木 ・議会運営委員会　

28日 金
・議員全員協議会
・最終本会議
・広報編集委員会

議  会  の  動  き

水害等対策調査特別委員会
　平成２７年度完成予定の阿波井堰改築工事の進捗状況を調査
するため，現地調査を４月２８日に実施しました。


